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二
〇
一
一
年
一
月
一
一
日 

古
典
教
室 

第
二
回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

不
破 

哲
三 

 

「
賃
金
、
価
格
お
よ
び
利
潤
」
（
２
） 

レ
ジ
メ 

 
 
 
 
 
 
 

以
下
の
項
目
の
う
ち
、
☆
印
の
項
は
本
文
の
解
説
部
分
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
印
の
項
は
追
加
的
な
解
説
部
分
。 

 

第
７
章 

労
働
力 

 

☆
搾
取
の
本
質
を
理
解
す
る
カ
ギ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
―
―
労
働
者
は
資
本
家
に
何
を
売
っ
て
い
る
の
か
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
４
０
～
１
４
２
ペ
ー
ジ
１
２
行
目
） 

 

☆
ど
う
し
て
「
労
働
力
」
を
売
る
人
び
と
の
集
団
が
生
ま
れ
た
の
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
４
２
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
～
１
４
３
ペ
ー
ジ
１
２
行
目
） 

 

☆
「
労
働
力
」
の
価
値
も
、
普
通
の
商
品
と
同
じ
方
式
で
決
ま
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
４
３
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
～
１
４
５
ペ
ー
ジ
８
行
目
） 

第
８
章 

剰
余
価
値
の
生
産 

 

☆
資
本
家
は
「
労
働
力
」
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
剰
余
価
値
を
手
に
入
れ
る
か
。（
こ
の
章
全
体
） 

 

★
剰
余
価
値
を
増
や
す
三
つ
の
方
法
。 

 

第
９
章 

労
働
の
価
値 

 

☆
こ
の
表
現
は
搾
取
を
か
く
す
。（
１
４
９
～
１
５
０
ペ
ー
ジ
１
５
行
目
） 

 

☆
封
建
制
や
奴
隷
制
と
比
較
す
る
と
…
…
（
１
５
０
ペ
ー
ジ
１
６
行
目
～
１
５
２
ペ
ー
ジ
６
行
目
） 

 
 

以
後
の
文
章
で
使
う
と
き
は
、「
労
働
力
の
価
値
」
を
表
現
す
る
俗
語
と
し
て
（
１
５
２
ペ
ー
ジ
）。 

 

第
10
章 

利
潤
は
商
品
を
そ
の
価
値
通
り
に
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る 

 

第
11
章 

剰
余
価
値
が
分
解
す
る
種
々
の
部
分 

 

☆
利
潤
（
産
業
と
商
業
の
）、
利
子
、
地
代
（
１
５
４
～
１
５
７
ペ
ー
ジ
２
行
目
） 

 

★
「
税
金
徴
収
者
」
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
（
１
５
６
ペ
ー
ジ
最
後
の
行
） 

 

☆
分
割
と
い
う
見
方
が
重
要
。
合
算
で
は
な
い
（
１
５
７
ペ
ー
ジ
３
行
目
～
１
５
８
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
） 

☆
剰
余
価
値
率
［
第
一
の
い
い
あ
ら
わ
し
方
］
と
利
潤
率
［
第
二
の
言
い
あ
ら
わ
し
方
］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
５
８
ペ
ー
ジ
１
４
行
目
～
１
６
０
ペ
ー
ジ
） 

 

第
12
章 

利
潤
、
賃
金
お
よ
び
物
価
の
一
般
的
関
係 

 

☆
賃
金
引
上
げ
は
物
価
を
上
げ
る
と
い
う
議
論
を
批
判
す
る
（
１
６
０
～
１
６
２
ペ
ー
ジ
５
行
目
） 

 

☆
商
品
の
価
格
は
生
産
力
の
変
動
と
と
も
に
変
動
す
る
（
１
６
２
ペ
ー
ジ
６
行
目
～
１
６
３
ペ
ー
ジ
） 
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第
13
章 
賃
金
引
き
上
げ
の
く
わ
だ
て
、
ま
た
は
賃
金
切
下
げ
阻
止
の
く
わ
だ
て
の
主
要
な
ば
あ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
経
済
闘
争
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
） 

 

一
、
生
活
費
の
変
動
へ
の
対
応
（
１
６
４
～
１
６
６
ペ
ー
ジ
１
４
行
目
）。 

 
 
 

労
働
者
の
「
相
対
的
な
社
会
的
地
位
」
と
い
う
問
題
。 

 

二
、
貨
幣
価
値
の
変
化
へ
の
対
応
（
１
６
６
ペ
ー
ジ
１
５
行
目
～
１
６
８
ペ
ー
ジ
４
行
目
）。 

 
 
 
 

イ
ン
フ
レ
の
時
期
の
経
験
。 

 

三
、
労
働
時
間
の
問
題
（
１
６
８
ペ
ー
ジ
５
行
目
～
１
７
２
ペ
ー
ジ
１
４
行
目
）。 

 
 

 
 

労
働
時
間
の
短
縮
と
人
間
的
な
生
活
（
１
７
０
ペ
ー
ジ
１
１
行
目
～
１
７
１
ペ
ー
ジ
６
行
目
）。 

 
 

★
「
利
潤
第
一
主
義
」
は
資
本
主
義
に
特
有
の
衝
動
。 

 
 
 
 

『
資
本
論
』
か
ら
。 

 
 
 
 
 

剰
余
価
値
の
生
産
は
、
資
本
主
義
的
生
産
の
直
接
的
目
的
で
あ
り
規
定
的
動
機
で
あ
る
。 

 

 
 

★
日
本
の
労
働
組
合
運
動
に
は
歴
史
的
な
弱
点
が
あ
る
。 

 

四
、
経
済
循
環
へ
の
対
応
（
１
７
２
ペ
ー
ジ
１
５
行
目
～
１
７
４
ペ
ー
ジ
１
１
行
目
）。 

 

五
、
賃
金
引
き
上
げ
闘
争
の
全
体
と
し
て
の
性
格
（
１
７
４
ペ
ー
ジ
１
２
行
目
～
１
７
５
ペ
ー
ジ
）。 

 

第
14
章 

資
本
と
労
働
と
の
闘
争
と
そ
の
結
果 

 

一
、
労
働
力
の
価
値
の
特
別
の
性
格
（
１
７
５
ペ
ー
ジ
～
１
８
０
ペ
ー
ジ
３
行
目
）。 

 
 
 

価
値
を
構
成
す
る
二
つ
の
要
素
。
生
理
的
要
素
＋
歴
史
的
・
社
会
的
要
素
。 

 
 
 

歴
史
的
・
社
会
的
要
素
は
、「
闘
争
者
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
力
の
問
題
」
で
規
定
さ
れ
る
。 

  
 
 
 

参
考
資
料
・
賃
金
の
国
際
的
比
較
。
自
動
車
産
業
の
労
働
者
の
賃
金
比
較
（
一
時
間
当
た
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
際
金
属
労
連
の
資
料
（
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単
位
は
購
買
力
平
価
に
換
算
し
た
数
字
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
当
た
り
賃
金 

 
 
 

 
 

日
本
を
１
０
０
と
し
た
比
率 

 
 
 
 
 
 
 

ド
イ
ツ 

 
 
 
 

２
９
・
４
０
ユ
ー
ロ 

 
 
 

３
０
３ 

 
 
 
 
 
 
 

ア
メ
リ
カ 
 
 
 

２
０
・
２
３ 

〃 
 
 
 
 

２
０
８ 

 
 
 
 
 
 
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

１
４
・
７
６ 

〃 
 
 
 
 

１
５
２ 

 
 
 
 
 
 
 

イ
ギ
リ
ス 

 
 
 

１
４
・
０
３ 

〃 
 
 
 
 

１
４
４ 

 
 
 
 
 
 
 

イ
タ
リ
ア 

 
 
 

１
１
・
３
８ 

〃 
 
 
 
 

１
１
７ 

 
 
 
 
 
 

 

フ
ラ
ン
ス 

 
 
 

１
１
・
０
１ 

〃 
 
 
 
 

１
１
３ 

 
 
 
 
 
 
 

日
本 

 
 
 
 
 
 

９
・
７
１ 

〃 
 
 
 
 

１
０
０ 
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二
a
、
資
本
と
労
働
と
の
闘
争
の
力
関
係
を
考
え
る
（
１
８
０
ペ
ー
ジ
４
行
目
～
１
８
４
ペ
ー
ジ
１
７
行
目
）
。 

 
 
 

考
察
の
結
論
。 

 
 
 

「
近
代
産
業
の
発
展
そ
の
も
の
は
、
労
働
者
に
不
利
で
資
本
家
に
有
利
な
情
勢
を
累
進
的
に
生
み 

 
 
 

だ
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
そ
の
結
果
、
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般
的
傾
向
は
、
賃
金
の
平
均
水
準 

 
 
 

を
高
め
る
の
で
は
な
く
、
低
め
る
、
す
な
わ
ち
労
働
の
価
値
を
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
最
低
限
度 

 
 
 

に
お
し
下
げ
る
も
の
で
あ
る
」（
１
８
３
～
１
８
４
ペ
ー
ジ
）。 

 
 

★
労
働
日
の
制
限
は
、「
法
律
の
介
入
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、「
全
般
的
な
政
治 

 
 
 

行
動
」
が
必
要
だ
っ
た
（
１
８
０
ペ
ー
ジ
）。 

 
 

こ
れ
に
対
応
す
る
『
資
本
論
』
の
一
節
。 

 
 

―
―
「『
大
洪
水
よ
、
わ
が
亡
き
あ
と
に
来
た
れ
！
』 

こ
れ
が
す
べ
て
の
資
本
家
お
よ
び
す
べ
て
の 

 
 
 

資
本
家
国
家
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
本
は
、
社
会
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
の
で 

 
 
 

な
け
れ
ば
、
労
働
者
の
健
康
と
寿
命
に
た
い
し
、
な
ん
ら
の
顧
慮
も
払
わ
な
い
」。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
書
版
②
４
６
４
ペ
ー
ジ
） 

 
 

―
―
「
責
め
苦
の
蛇
」（
資
本
の
横
暴
な
搾
取
の
こ
と
）
か
ら
自
分
た
ち
の
「
身
を
守
る
」
た
め
に
、 

 
 
 

労
働
者
た
ち
は
結
集
し
、
階
級
と
し
て
、
一
つ
の
国
法
、
一
つ
の
強
力
な
「
社
会
的
バ
リ
ケ
ー
ド
」 

 
 
 

を
奪
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
同
前
５
２
５
ペ
ー
ジ
） 

 
 
 

「
社
会
的
バ
リ
ケ
ー
ド
」
は
、
今
日
、「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
づ
く
り
の
闘
争
に
発
展
し
て
い 

 
 
 

る
。 

 
 
 
 
 
 

一
八
五
〇
年 

１
０
時
間
労
働
法
の
制
定
（
イ
ギ
リ
ス
）。 

 
 
 
 
 
 

一
九
一
七
年 

ロ
シ
ア
の
十
月
革
命
。 

 
 
 
 
 
 

一
九
一
九
年 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
創
設
。 

 
 
 
 
 
 

一
九
三
六
年 

人
民
戦
線
時
代
の
団
体
協
約
（
マ
テ
ィ
ニ
ヨ
ン
協
定
、
フ
ラ
ン
ス
） 

 
 
 
 
 
 

一
九
四
五
年 

国
際
連
合
の
発
足
。 

 
 
 
 
 
 

一
九
七
九
年 

女
性
差
別
撤
廃
条
約
。 

 

二
b
、「
労
働
者
階
級
の
終
極
的
解
放
、
す
な
わ
ち
賃
金
制
度
の
最
終
的
廃
止
」
の
た
め
の
闘
争 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
８
４
ペ
ー
ジ
１
８
行
目
～
１
８
６
ペ
ー
ジ
）。 

  
 
 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

お
知
ら
せ 

な
お
、
古
典
教
室 

第
三
回
・
第
四
回
、『
経
済
学
批
判
』
序
言
の
テ
キ
ス
ト
は
、
講
師
の
側
で 

 
 
 
 
 

用
意
し
、
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

 


